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非在来型資源である重質油の生産および利用に関する環境調和型技術開発として、有機溶媒存在下でのバイオプロセス
に関する研究を行っています。

重質油成分の選択的改質を想定した親油性・溶媒耐性生体触媒の開発
重質油には不純物としてDibenzothiophene （DBT）等の有機硫黄化合物とCarbazole等の有機窒素化合物が、質量
換算で最大8％と数％それぞれ含まれています。燃焼させると酸性雨や大気汚染の原因物質となるSOxやNOxを発生
するため、燃料油の生産工程ではこれら不純物を除去する“改質”による精製を行います。現在工業的に利用されてい
る水素化脱硫法は原油に金属触媒と水素を接触させて脱硫を行う工程ですが、高温・高圧の反応条件や、多量の水
素消費、非選択的反応による副生物（CO2等）の生成を伴うため、より経済的で低環境負荷の改質技術が求められて
います。
そこで本研究では、水素化脱硫に代わる新たな改質プロセスの開発を目的に、親油性・溶媒耐性微生物を宿主とす
る微生物触媒の利用を検討しています（図1）。ある種の微生物ではDBT等の有機硫黄化合物から選択的にS原子を
除去する代謝が知られており、選択的脱改質への応用が期待されています（図2）。我々は、自然界からの微生物改
質に関与する有用遺伝子（群）の取得に取り組むと共に、有用遺伝子を導入するための触媒宿主の開発と機能解析
を行っています。

図1　新規微生物触媒の利用による重質油の環境調和型改質へのアプローチ

 
図2　微生物によるDBTの選択的脱硫反応

 

SADG法における生産水再利用率向上に向けたバイオプロセスの検討
オイルサンド・重質油等の非在来型石油資源の可採資源量は1～3 兆バレルと推定され、在来型石油の資源量に匹敵
するため、その資源利用に関する技術開発が望まれています。オイルサンドからの重質油生産工程では、1リットル
の油を生産するのに3リットル以上の水を必要とするため水資源の再利用が必須ですが、プロセス水の繰り返し利用
による水質低下が再利用率低下の要因として問題となっています。
本研究では、オイルサンドの油層内回収法のひとつであるSAGD法におけるプロセス水再利用率向上に関する技術開



有機溶媒耐性微生物利用技術研究部会 – 構成員研究紹介（川口 秀夫） | 2

発を目的に、微生物による浄化能の応用を検討しています。
カナダにあるJACOS（Japan Canada Oil Sands Limited）が所有するSAGDプラントから油層からの生産水および
プロセス水を採取し、その化学的組成を解析すると共に、微生物による浄化技術の適応可能性およびその反応機構
の解析を行っています（図3）。プロセス水の水質改善（可溶化、沈澱、有機物の分解など）により再利用率を改善
することで、環境負荷の少ない重質油開発技術としての応用が期待されます。
 

 
図3　微生物浄化作用を応用したSAGD法プロセス水再利用率の改善
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